
２面

セミナーで人材確保事例

京都府、観光総合戦略を改定

面

ＡＴを地方誘客の柱に

面

３面

修旅の実施率「飛躍的回復」

６月の利用率年に迫る

９面

「
和
食
」世
界
遺
産
登
録

年

旅
館
の
果
た
す
役
割
重
要

に
っ
ぽ
ん
の
温
泉

選
特
集
第
２
部

お
知
ら
せ

日本旅館協会

外
国
人
雇
用
活
性
化
へ

会
員
施
設
と

各
種
機
関

初
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会

注
目
集
め
る
イ
ン
ド
人
材

東
北
復
興
へ
官
民
新
組
織


団
体
で
発
足

旅
行
商
品
造
成
促
進
へ

時
間
外
労
働
増
加
割
合

旅
館
が
業
種
別
１
位

帝
国
デ
ー
タ
調
査
、６
月

■■

（１） 第３１８５号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）８月７日（月曜日） （毎週月曜日発行）

　京都府は年に策定した観
光総合戦略を改定した。コロナ
禍による環境変化などを踏ま
え、「交流」「持続性」の視点
を重視して戦略を展開。

　日本政府観光局は、北海道で
９月に開催されるアドベンチャ
ートラベル（ＡＴ）・ワールド
サミットの機会を捉え、日本を
ＡＴの適地として世界に発信、
地方送客につなげたい考えだ。

　全日本ホテル連盟が発表した
６月の全国平均客室利用率は前
年同月比．㌽増の．％。全
国旅行支援の駆け込み需要など
で年に迫る数値となった。

　温泉地の活性化を目指す環境
省の取り組み「チーム新・湯治」
のセミナーが東京都内で開催。
地域を挙げた人材確保・育成の
取り組み、旅館の働き方改革な
どの事例が紹介された。

　全国修学旅行研究協会が「研
究大会」でコロナ禍２年目を迎
えた年度の修学旅行の動き
を報告。実施率が高等学校、中
学校ともに「飛躍的に回復」。

日
本
料
理
を
提
供
す
る
旅

館
の
役
割
は
重
要
（
栃
木

県
の
温
泉
旅
館
の
朝
食
）

　
「
観
光
経
済
新
聞
」
の
次

号
の
発
行
は
８
月

日
付
で

す
。
８
月

日
付
は
休
刊
で

す
。

会
場
の
様
子

　
日
本
旅
館
協
会
は
７
月

日
、
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
、
日

本
ホ
テ
ル
協
会
、
全
日
本
ホ
テ
ル
連
盟
と
、
各
団
体
の
会
員
施
設
を
対
象
と
し
た
外
国

人
材
の
送
り
出
し
機
関
、
登
録
支
援
機
関
、
監
理
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
東
京
都

内
で
開
催
し
た
。
宿
泊
施
設
と
外
国
人
材
の
就
労
に
関
わ
る
各
機
関
が
大
々
的
に
相
ま

み
え
る
機
会
と
し
て
は
初
の
開
催
。
当
日
に
は
前
者
か
ら

人
（
参
加
対
象
施
設
は
１

８
０
超
）
、
後
者
は

社
が
来
場
し
、
注
目
を
集
め
る
イ
ン
ド
人
材
を
含
め
た
ア
ジ
ア

の
外
国
人
の
雇
用
の
活
性
化
、
雇
用
機
会
の
創
出
、
人
材
不
足
の
解
消
を
図
り
各
者
が

マ
ッ
チ
ン
グ
に
臨
ん
だ
。
（
関
連
９
面
）

佐藤副会長

キックオフミーティングには約人が参加した

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調

査
に
よ
る
と
、
時
間
外
労
働

が
前
年
同
月
比
で
増
加
し
た

企
業
割
合
は
、
６
月
時
点
で

旅
館
・
ホ
テ
ル
が

・
９
％

と
業
種
別
で
最
も
高
か
っ

た
。
３
月
（

・
０
％
）
を

ピ
ー
ク
に
３
カ
月
連
続
で
低

下
し
て
い
る
が
、
依
然
高
水

準
だ
。
業
種
別
２
位
は
飲
食

店
の

・
１
％
。

　
「
新
規
採
用
が
進
ま
ず
、

人
手
不
足
を
既
存
の
従
業
員

に
よ
る
時
間
外
労
働
で
補
っ

て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
」
（
同
社
）
。

　
先
の
大
戦
は

「
メ
デ
ィ
ア
や
伝

承
」
で
知
る
程
度

だ
が
、
終
戦
記
念

日
前
後
に
靖
国
に

眠
る
英
霊
の
安
寧

を
願
い
、
靖
国
神
社
に
参
拝

に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

四
十
数
年
が
た
つ
。
両
親
や

祖
国
の
「
領
土
・
領
海
・
領

空
」
を
戦
禍
か
ら
守
る
た
め

身
を
て
い
し
て
南
の
空
に
散

っ
て
い
っ
た
神
霊
に
哀
悼
の

誠
を
捧
げ
に
赴
い
て
い
る
▼

帰
航
（
艦
）
す
る
燃
料
を
も

積
ま
ず
、
命
と
引
き
換
え
に

「
人
間
魚
雷
・
回
天
」
や

「
零
戦
」
に
乗
り
込
む
特
攻

隊
員
。
平
和
ぼ
け
し
た
現
代

人
に
出
撃
す
る
時
の
精
神
状

態
を
理
解
で
き
る
だ
ろ
う

か
。こ
の
厳
命
に「
大
和
魂
」

を
奮
い
立
た
せ
敵
陣
に
玉
砕

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
若
い
英

霊
た
ち
。
確
か
、
上
皇
陛
下

は
「
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
四

つ
の
日
」
を
挙
げ
て
い
る
。

沖
縄
の
地
上
戦
が
終
わ
っ
た

６
月

日
、
８
月
６
、
８
日

の
広
島
と
長
崎
の
原
爆
投
下

日
に
８
月

日
の
終
戦
記
念

日
だ
。
ど
れ
も
大
戦
の
遺
物

で
あ
る
▼
１
９
４
５
年
８
月


日
、
大
戦
で
日
本
が
無
条

件
降
伏
し
て
か
ら

年
。
昭

和
か
ら
平
成
、
令
和
と
時
代

が
流
れ
、
戦
争
体
験
者
が
急

速
に
減
っ
て
い
る
。
総
務
省

の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
戦

前
生
ま
れ
は
総
人
口
の

％

ま
で
減
少
し
て
き
て
い
る
▼

戦
争
は
「
史
実
」
に
置
き
換

わ
り
、
「
記
憶
」
か
ら
も
薄

れ
ゆ
く
昨
今
。
戦
争
の
惨
禍

の
記
憶
を
次
代
に
伝
承
し
て

い
く
の
が
わ
れ
わ
れ
の
務
め

で
も
あ
る
。
「
世
界
平
和
が

観
光
業
界
を
支
え
る
」
こ
と

は
確
か
だ
が
、
「
観
光
交
流

に
よ
る
相
互
理
解
が
世
界
平

和
に
寄
与
す
る
」
こ
と
も
確

か
で
あ
る
。
　
【
Ｍ
・
Ｈ
】

　
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化

「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か

ら

月
４
日
で

年
を
迎
え

る
。

　
登
録
が
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

和
食
は
ヘ
ル
シ
ー
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
も
あ
っ
て
、
世
界
の

多
く
の
国
・
地
域
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
。
海
外
の
日
本

料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
は
い
ま
や


万
店
を
超
え
る
ま
で
に
増

え
て
い
る
。

　
和
食
、
日
本
料
理
と
何
気

な
く
使
っ
て
い
る
が
、
そ
の

違
い
は
何
だ
ろ
う
。
正
直
、

あ
ま
り
考
え
て
は
こ
な
か
っ

た
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と

思
う
が
参
考
ま
で
に
。

　
「
社
会
人
の
教
科
書
」
に

よ
る
と
、
和
食
は
「
日
本
風

の
食
事
」
と
い
う
意
味
の
言

葉
で
、
洋
食
や
中
華
料
理
な

ど
に
対
す
る
料
理
の
ジ
ャ
ン

ル
の
こ
と
で
、
国
内
で
よ
く

食
べ
ら
れ
て
い
る
食
事
を
指

す
。
基
本
的
な
食
膳
の
形
と

し
て
は
ご
飯
と
漬
け
物
に
３

種
の
お
か
ず
と
汁
１
種
を
添

え
た「
一
汁
三
菜
」が
あ
る
。

　
一
方
、
日
本
料
理
は
「
日

本
の
風
土
で
独
自
に
発
達
し

た
料
理
」
と
い
う
意
味
の
言

葉
。
古
く
か
ら
日
本
の
国
土

の
中
で
育
ま
れ
た
食
材
を
使

い
、
伝
統
的
な
調
理
法
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
料
理
を
い

う
。

　
季
節
感
が
重
視
さ
れ
、
新

鮮
な
魚
介
や
野
菜
な
ど
素
材

の
持
ち
味
を
生
か
す
の
が
特

徴
。
強
い
香
辛
料
な
ど
は
あ

ま
り
使
わ
ず
、
ま
た
、
器
や

盛
り
付
け
な
ど
見
た
目
の
美

し
さ
も
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
旅
館
で
出
す

料
理
は
ま
さ
し
く
日
本
料
理

と
い
え
る
。

　
和
食
＝
カ
レ
ー
や
ラ
ー
メ

ン
な
ど
も
含
め
た
日
本
食
全

般
、
日
本
料
理
＝
高
度
な
技

術
を
使
っ
た
料
理
、
と
し
て

区
別
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

　
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、

海
外
に
お
け
る
日
本
料
理
レ

ス
ト
ラ
ン
数
は
５
～
６
年
前

は
約
９
万
店
だ
っ
た
が
、
年

々
増
え
、
２
０
２
１
年
で
は

約

万
９
千
店
と
な
っ
て
い

る
。
最
も
多
い
の
は
ア
ジ
ア

で
約

万
９
０
０
店
、以
下
、

北
米
の
約
３
万
１
２
０
０

店
、
欧
州
の
約
１
万
３
３
０

０
店
と
続
く
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

「
和
食
、
日
本
料
理
に
関
心

を
示
す
の
は
む
し
ろ
外
国
人

の
方
が
多
い
の
で
は
」
と
い

う
声
も
あ
る
。

　
日
本
料
理
ア
カ
デ
ミ
ー
の

村
田
吉
弘
名
誉
理
事
長
（
菊

乃
井
）
は
読
売
新
聞
の
取
材

で
、
５
月
に
広
島
で
開
か
れ

た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
昼
食
に

日
本
料
理
が
出
さ
れ
た
こ
と

を
挙
げ
、
「
か
つ
て
来
日
し

た
外
国
政
府
の
首
脳
ら
賓
客

に
出
す
料
理
は
フ
レ
ン
チ
が

当
た
り
前
だ
っ
た
。
今
や
和

食
は
世
界
的
な
地
位
を
確
立

し
た
こ
と
を
サ
ミ
ッ
ト
で
実

感
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
食
文
化
も
多
様
化
し
、
日

本
人
の
和
食
離
れ
が
進
ん
で

い
る
と
も
い
わ
れ
る
。
料
理

人
も
不
足
気
味
の
よ
う
で
、

先
行
き
が
少
々
心
配
だ
。
和

食
、
日
本
料
理
は
旅
館
の
定

番
で
あ
る
。
豪
華
な
盛
り
付

け
は
「
日
常
か
ら
離
れ
、
ぜ

い
た
く
な
気
分
に
浸
れ
る
」

と
い
う
主
婦
の
声
も
聞
く
。

　
日
本
の
文
化
を
伝
え
る
役

目
を
担
う
旅
館
。畳
、浴
衣
、

温
泉
、そ
し
て
日
本
料
理
…
。

原
点
を
忘
れ
ず
精
進
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
冒
頭
、
佐
藤
勘
三
郎
副
会

長
（
伝
承
千
年
の
宿
　
佐
勘

＜
宮
城
県
・
秋
保
温
泉
＞
）

は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
国

内
の
宿
泊
施
設
は
大
幅
な
人

材
不
足
が
生
じ
、
営
業
に
支

障
が
生
じ
て
い
る
」と
説
明
。

「
当
協
会
と
し
て
、
今
回
の

事
業
を
第
１
回
と
位
置
付

け
、
今
後
も
同
様
の
マ
ッ
チ

ン
グ
会
を
開
き
、
両
者
が
成

果
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の

に
し
た
い
」
と
展
望
を
述
べ

た
。

　
今
回
の
会
で
は
、
受
け
入

れ
実
績
が
豊
富
な
ア
ジ
ア
各

国
か
ら
の
人
材
に
加
え
、
生

産
年
齢
人
口
（

～

歳
）

が
現
在
か
ら
数
十
年
間
安
定

し
、
英
語
を
は
じ
め
語
学
に

も
堪
能
な
イ
ン
ド
人
の
雇
用

を
促
進
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
用
意
し
た
。
駐
イ
ン

ド
日
本
国
特
命
全
権
大
使
の

鈴
木
浩
氏
、
駐
日
イ
ン
ド
共

和
国
特
命
全
権
大
使
の
シ
ヴ

ィ
・
ジ
ョ
ー
ジ
氏
は
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
駐
日
イ
ン

ド
大
使
館
の
サ
ン
ジ
ー
ブ
・

マ
ン
チ
ャ
ン
ダ
一
等
書
記
官

と
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

イ
ン
ド
総
代
表
兼
デ
リ
ー
支

店
長
の
片
桐
常
弥
氏
は
登
壇

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。

日
印
両
政
府
の
人
材
活
用
に

関
す
る
近
時
の
取
り
組
み
、

イ
ン
ド
人
材
の
優
れ
て
い
る

点
な
ど
を
参
加
者
に
伝
え

た
。

　
マ
ッ
チ
ン
グ
会
は
１
ク
ー

ル
５
分
間
で
、
同
時
間
内
に

人
材
事
業
者
が
宿
泊
施
設
に

事
業
概
要
や
独
自
の
強
み
な

ど
を
説
明
。
会
場
で
配
布
さ

れ
た
資
料
に
は
各
人
材
事
業

者
の
支
援
対
象
地
域
（
「
日

本
全
国
」
「
関
東
と
東
海
」

の
よ
う
に
表
記
）
、
対
応
言

語
、
紹
介
料
、
行
政
書
士
の

有
無
、
支
援
内
容
な
ど
が
詳

細
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
宿

泊
施
設
側
の
参
加
者
は
こ
の

資
料
に
目
を
通
し
な
が
ら
、

人
材
事
業
者
か
ら
の
説
明
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　
今
回
参
加
し
た
人
材
事
業

者
の
対
応
言
語
は
、
英
語
の

ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

語
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
の
言

語
が
多
く
を
占
め
た
が
、
同

会
で
紹
介
さ
れ
た
イ
ン
ド
人

材
が
日
常
的
に
使
用
す
る
ヒ

ン
デ
ィ
ー
語
に
対
応
す
る
人

材
事
業
者
も
複
数
参
加
し

た
。
会
の
最
後
に
は
フ
リ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
が
設

け
ら
れ
、
各
宿
泊
事
業
者
は

外
国
人
材
採
用
時
の
実
際
の

費
用
感
、
採
用
後
の
流
れ
や

注
意
点
な
ど
を
各
事
業
者
に

質
問
し
た
。

　
日
本
旅
館
協
会
労
務
委
員

会
委
員
長
の
山
口
敦
史
氏

（
ほ
ほ
え
み
の
宿
　
滝
の
湯

＜
山
形
県
・
天
童
温
泉
＞
）

は
「
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま

で
全
国
の
宿
泊
施
設
に
参
加

し
て
も
ら
え
た
。
外
国
か
ら

直
接
人
材
を
現
地
採
用
し
、

そ
の
人
材
を
日
本
国
内
の
各

地
で
そ
の
ま
ま
雇
用
で
き
る

流
れ
を
構
築
し
た
い
」
と
解

説
。
「
人
材
事
業
者
も
宿
泊

施
設
を
、
宿
泊
施
設
も
人
材

事
業
者
を
し
っ
か
り
理
解
で

き
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
と

思
う
。
宿
泊
施
設
の
中
に
は

特
定
の
事
業
者
と
だ
け
お
付

き
合
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
と
思
う
の
で
、
外
国
人

材
関
連
の
他
社
の
事
業
内
容

を
知
れ
ば
、
よ
り
良
い
事
業

者
を
探
そ
う
と
い
う
意
識
に

も
つ
な
が
る
と
思
う
。
各
事

業
者
が
抱
え
て
い
る
人
材
も

多
様
だ
。
今
回
の
よ
う
な
機

会
に
よ
っ
て
相
互
理
解
が
深

ま
り
、
外
国
人
材
の
積
極
雇

用
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し

い
」と
の
考
え
を
明
か
し
た
。

　
今
回
の
会
の
大
き
な
ト
ピ

ッ
ク
と
な
っ
た
イ
ン
ド
人
材

に
つ
い
て
は
、
「
イ
ン
ド
国

内
に
も
直
接
雇
用
で
き
る
場

や
機
会
が
ま
だ
少
な
い
の

で
、
積
極
的
に
創
出
し
て
い

く
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

　
　
　
■
　
　
　
■

　
参
加
し
た
人
材
事
業
者
の

一
つ
、
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ａ
　

Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
　
Ｒ
Ｕ
Ｎ
（
東
京

都
千
代
田
区
）
は
、
現
地
に

い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
材
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
話
せ
る
場
を
設

定
。
実
際
に
話
を
し
た
あ
ら

や
滔
々
庵
（
石
川
県
・
山
代

温
泉
）
の
永
井
隆
幸
社
長
＝

写
真
中
央
＝
か
ら
は
、
「
思

っ
た
以
上
に
日
本
語
が
上
手

で
正
直
驚
い
た
。
日
本
に
来

て
就
労
す
る
上
で
語
学
的
に

は
何
の
問
題
も
な
い

レ
ベ
ル
」と
の
感
想
。

マ
ッ
チ
ン
グ
会
に
つ

い
て
は
「
石
川
も
人

材
確
保
が
難
し
い
エ

リ
ア
な
の
で
、
今
回

の
よ
う
な
機
会
を
人

材
確
保
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
意

欲
を
示
し
た
。

　
　
　
　
　
【
内
田
誉
紀
】

　
東
北
の
被
災
地
域
の
自
治

体
や
国
、
旅
行
事
業
者
な
ど


団
体
で
つ
く
る
官
民
連
携

組
織
「
東
北
復
興
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

７
月

日
に
発
足
。
キ
ッ
ク

オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
仙
台

市
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
仙
台
で
行
っ
た
。
東
日
本

大
震
災
の
伝
承
施
設
と
東
北

各
地
の
観
光
地
を
組
み
合
わ

せ
た
旅
行
商
品
の
造
成
促
進

や
、
「
世
界
に
も
通
用
す
る

教
育
旅
行
」
の
訪
問
先
と
し

て
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充

実
を
図
り
、
誘
客
に
取
り
組

む
。

　
事
務
局
を
務
め
る
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
喜
勢
陽
一
副
社
長
は

「
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
生

か
し
、
復
興
を
加
速
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

Ｊ
Ｒ
と
し
て
割
引
運
賃
の
設

定
、
臨
時
列
車
の
運
行
な
ど

の
支
援
を
進
め
る
方
針
を
示

し
た
。
復
興
庁
の
瀧
澤
謙
審

議
官
、
国
土
交
通
省
東
北
運

輸
局
の
石
谷
俊
史
局
長
も
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
３
・

伝
承
ロ
ー
ド
推
進

機
構
代
表
理
事
の
今
村
文
彦

・
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際

研
究
所
教
授
が
特
別
講
演
。

今
村
教
授
は「
備
え
る
こ
と
、

学
ぶ
こ
と
で
救
え
る
〝
い
の

ち
〟
が
あ
る
」
と
日
頃
の
備

え
や
震
災
遺
構
の
必
要
性
を

指
摘
し
た
。

　「
東
北
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
ロ
ゴ
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
希

望
と
学
び
を
未
来
へ
。
」
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表
。
秋
に

旅
行
会
社
を
対
象
に
し
た
モ

デ
ル
コ
ー
ス
を
巡
る
ツ
ア
ー

を
行
い
、
旅
行
企
画
の
造
成

を
促
す
。

　
参
画
団
体
の
一
つ
、
東
北

観
光
推
進
機
構
の
紺
野
純
一

理
事
長
は
「
東
北
に
は
限
り

な
い
魅
力
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
ス
タ
ー
ト
し
た
意

義
は
大
き
い
」
と
述
べ
た
。
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